
JBスクエア 播種性血管内凝固症候群（DIC）

Web講演会開催のお知らせ

日時：2019年10月23日(水) 18:00～18:40

『敗血症病態における
凝固線溶異常とDIC』

和田 剛志 先生
北海道大学病院 救急科 助教

配信URL：https://live3.3esys.jp/streaming/jb191023/
（視聴方法は裏面を参照ください）

演者

事前質問URL：http://gjm.pw/-gf5b
日常診療で疑問に感じている点など、質問を受け付けています。
※時間の都合により全ての質問に回答できない場合があります。

https://live3.3esys.jp/streaming/jb191023/
http://gjm.pw/-gf5b


以下URL、またはQRコードより直接サイトに遷移できます。

https://live3.3esys.jp/streaming/jb191023/

■Web講演会 視聴推奨環境

■サポートセンター

TEL : 0952-97-9167（土・日・祝日を除く９時～18時） Mail : live@k-idea.jp

※ライブ配信当日は、Web講演会終了までサポートいたします。

ブラウザで「日本血液製剤機構」

⇒医療関係者向け情報ページ TOP にお進み下さい

「Web講演会」の
バナーをクリック
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※④は視聴テスト時表示されません

ID JB パスワード 1023

※本番、視聴テストとも同じバナー

敗血症病態における凝固線溶異常の重要性および治療対象としての意義

が、本邦のみならず世界に浸透してきたことを反映し、敗血症の国際ガイドラ
インで初めてDICについて言及された。
敗血症性DICに対する抗凝固療法の対象患者に関しては、何らかのDIC診断

基準を満たしており、かつある程度重症例に有効ではないかといった報告が
出されている。

現在は免疫血栓という概念も浸透してきており、早期の段階で抗凝固療法
がなされた場合に病態を悪化させる可能性があり、これは上述の報告をサポ
ートするものと考えられる。
本講演ではこれまでの敗血症性DICの対象患者に関する報告を振り返るとと
もに、今後の敗血症性DICの診断や抗凝固療法の対象患者に関して述べたい

と思う。

○Windows
OS: Windows 7, Windows 8, Windows 10

ブラウザ: IE 11, Firefox 最新版を推奨, Google Chrome 最新版を推奨

○iPhone（iPad含む）
OS : iOS 10 以降

○Mac
OS : Mac OS X v10.12 以降 （最新版を推奨）

ブラウザ : Safari 最新版

○Android
OS : Android 最新版

※視聴環境を満たしていても、端末によっては
視聴ができない場合がございますので、ご了承ください。

○その他設定
Internet Explorerは、Adobe Flash Player 最新版が必要です。
JavaScript, Cookie を有効にしてください。

○メモリ/CPU
メモリ：4GB以上 CPU：intel CORE i5以上

【講演にむけて】

『尿性敗血症（urosepsis）に伴うDICの診断と治療
－アンチトロンビン製剤の位置づけ－』

渡邉 豊彦 先生

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 泌尿器病態学
准教授

2019年1月31日(木)

https://live3.3esys.jp/streaming/jb190716/

